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気づいたこと感じたこと

山口県農業試験場跡地
利用について

▶質問
　新本庁舎周辺から中心市街地や山口駅への人の流れを波及させる
ルートとして市民会館前交差点の改良について進捗状況と効果を伺う。

▶答弁
　この交差点は県道宮野大歳線と市道黄金町野田１号線が交わる交
差点であることから、現在、県と協議を行いながら日常的にこの交差点
を利用している地元関係者や学校関係者等へのヒアリングを行うな
ど、交差点改良案の検討を進めている。整備手法やそれぞれの役割等
について調整を進め、新本庁舎整備の関連事業として一体的に整備が
行えるよう取り組む。新本庁舎周辺から中心商店街ゾーンに気軽に足
を運べる環境となり、人の流れが可視化されて、賑わいが生み出される
効果も期待している。

県と市で構成される農業試験場等跡地利用検討協議会の第6回目となる会合が2月に開催され、基本計画素案が示
されました。民間による利活用を促進するエリアの事業者公募は令和10年度以降となります。（右下図参照）

▶質問
　公的利活用促進エリア、民間利活用促進エリアとの区分に捉われな
い、一体的な利活用、全体的なビジョンを意識した取組が重要であると
考える。基本計画素案における、公的利活用促進エリアには、先行的な
整備を進められる大内地域交流センターに加え、活用を検討される既
存の緑地やグラウンドが含まれているが、そのエリアと民間利活用促進
エリアの連携や連続性などを今後どのように図っていくのか伺う。

農業試験場跡地の利活用は、都市核周辺の発展のために必要であること以上に、整備される未来のまち
によって相乗効果が生まれ、山口都市核自体も賑わい、発展していくことが本市の進むべきまちづくりで
あると考えています。新本庁舎棟が現在地より市民会館側に建設されたことにより市民会館前交差点
は、これまで以上に来庁者の往来が増えると思います。新本庁舎から中心市街地、そして山口駅へつなぐ
ルートは今後賑わいを支える都心形成の重要なルートになるとも考えています。

▶答弁
　機能導入の基本的な考え方として、公設・民設を問わず導入される機
能や施設が相互に関連性を持ち、跡地全体として一体感を持って機能
することや、跡地全体で新たな交流を生み出していくこととしている。全
体的なビジョンを見据えた取組が重要だと考えており、造成地盤高、水
路、調整池といった跡地全体の基盤整備基準の検討をし、大内地域交
流センターの整備や既存グラウンド、緑地の活用といった公的利活用
促進エリアにおける先行的な取組が後の段階での整備の支障とならな
いよう検討を進める。
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検  索地域政党 やまぐちの風
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代表

地域政党 やまぐちの風は、市民の皆様の声を大事にすることを第一の信条として活動していることから、市議会での議論について、自身が撮影した画像等と併
せて、定例会ごとにわかりやすくお伝えしていくためにつくっているのがこの会報です。是非、ご覧いただき、お気軽にご意見等をお寄せいただければ幸いです。

令和7年 第1回山口市議会定例会 質問と答弁

　文化部、特に吹奏楽部や合唱部はコンクールや定期演奏会といった
明確な目標を持ちながら、高いレベルを目指した活動を行っていること
も事実であり、部活動地域移行推進協議会において、活動日数をはじ
めとした文化部の移行の方向性などの議論が継続されている。高みを目
指す、レベルの高い活動を次なる世代へつなげていくことの重要性につ
いて、本市における部活動の地域移行に向けた取組の、これまでの検
討状況と、今後の取組について伺う。

　令和7年度末までに学校トイレの洋式化率95%を達成するため、具体
的にどのように取り組むのか伺う。

　問田川の右岸側、大内南小から中村橋に至るまでの川沿いの市道に
は、舗装の修繕跡が数十カ所あり、凹凸が酷い状態なので、通学する児
童だけではなく、日頃から生活道路として利用される方等が、躓いて転
倒されるのではないかと心配している。この修繕跡を見ると、予算を切

　市道神田上千坊線だ
が、この路線はこれまで
の道路パトロールにおい
て、路面の状態が良くな
いという状況は承知して
いる。毎年、修繕すべき路
線のリストには入れてい
るが、他の緊急事案への
対応等から、実施には至
っていない。ただ、小学校
近くの通学路でもあるの
で、特に歩行者の安全性
を確保するため、新年度
予算において、路面状況
が悪い箇所の舗装修繕
を実施する。

　大会等での好成績を目指しながらも、勝利至上主義に陥ることなく、
多様なレベルの生徒が自主的、自発的に参加しやすい活動の場を提供
し、生涯を通じてスポーツ・文化芸術等に親しむ基礎を培うことができ
る活動を推進したい。現在、協議会の委員から生徒の地域クラブ活動
への参加意向を把握する必要性を指摘され、現状でのニーズを把握す
るため、生徒保護者等を対象としたアンケート調査を行う。そして調査
結果を参考にし、今後、協議会を中心に議論を深め方向性を決定する。

　本市小中学校48校のうち、校舎、体育館等の児童生徒が日常的に
使用するトイレの洋式化が完了している4校を除く44校において、和
式便器総数約850器を洋式便器に取り替える。

　中心商店街ゾーンでのアーケード内の美装化工事について進捗及び
今後のスケジュールを伺う。

　アーケード(市道道祖町旭通り一丁目線)内において先行して行ってい
た水道管、ガス管の更新工事は一部を除いて概ね完了した。米屋町商
店街は完了したが、道場門前商店街のうち、コープ前交差点から駅通
りまでの区間は令和7年度でインターロッキングブロックの工事を行う
予定としている。さらに令和7年度には中市商店街の一部と西門前商
店街を、令和8年度には残りの区間の工事を行い、アーケード内全ての
区間の工事を完了する予定としている。

り詰めながら維持管理をされている実情は伺えるが、安全性を考えて、
そろそろ、舗装の打ち換えをすべきと思うが、検討状況について伺う。


